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ポス トモダ ン的局面 との関係 をめ ぐって
片 渕 悦 久
1
SaulBellowのTheAdventuresOfAugieMarch(1953)は、 主 人公
のAugieMarchが自分 の人生 を語 る物語 であ る。 しか し、彼 の語 りか らは
まとま りのあ る物 語世 界が浮 かび上 が って こない。 ここか ら以下 の推測 がで
きる。っ ま り語 られる体験 は、Jean-FrancoisLyotardの言 う、 統 合 性 や
一貫性 を持 っ物語 の消滅 の結果 出現す る、「小 さな物語」 の集 ま りで はな い
かとい うことであ る。1)AugieMarchにおいては、 このよ うな物語 群 が断
片的で、統合性 を持 たない とい う点 で、 いわばポス トモダ ン的 な小説世界 を
作 って いるのではないかとい う推測が成 り立 っ。
もちろんAngieMarchの物 語世 界の ま とま りのな さは従来 も指 摘 され
た。語 り手 の提示 する小説世界 の統合性 のな さ は、RobertF,Kiernanの
言葉を借 りる と、"looseinform,andextravagantinlanguage"とい う
特質を備え ている ことを示す。2)従来 は、 そのよ うな側面が この小説 自体 の
本質 に関わ る重要 な、意味 のあるもので はな く、一貫性 のな い体験 を語 りな
が らも、Augieは明確 な目標 あるいは人 生 の方 向性 を持 ち続 け る と考 え ら
れた。3)しか し、 まとまりのな い"loose"さこそ が、 この小説 の本 質的 な
特徴 であ り、 前述 のポス トモダ ン的読み によって、それがよ り際立 っ と言 え
る。本稿 で は、 これまで言 及 はされたが、本 格的考察 の対象 とな らなか った
AugieMarchのこの ような側面 に焦点 を当て、 この小説 が提 示 す る世界 の




AugieMarchは、主人公 と彼の前 に現れ る、 強烈 な個 性を もつ人 物 たち
(Machiavellians)との関係 を軸 に展開す る。彼 らは現 実 に積 極 的 に働 きか
け、現実 を彼 らな りの方法で処理 しよ うと企 む"destinymolders"4)であ
る。彼 らは現実 に対す る独 自の体 系だ った理 解 の仕方 と して"versionsof
what'sreal"(402)を身 にっ けてい る。 マキ ア ヴェ リア ンはAugieに 対
して、彼 ら自身の現実 把握の仕方 を押 し付 けよ うとする。 そのよ うな行 為を
指 して、Augieは彼 らの ことを"imposers-upon"(524)と考 える。彼 らは
巧 みな現実 とのや り取 りの中 にAugieを巻 き込 んで い く。5)この よ うな抽
象 的定義 づ けで は、具 体的に誰がAugieの言 うマキア ヴェ リア ンであ るか
の特定 は難 しいが、本 稿で は、前述 のよ うな関係 においてAugieと 対 峙 す
る人物 を例 にあげて考察 を進 めてい くことにす る。
Augieの前 に現 れる最初 のマキアヴェ リア ンGrandmaLauschであ る。
彼女 の特質 と して、彼 は"herbestinspirationsofstrategy"(7)を挙 げ
る。 この特質 は、例 えば彼女 が少年時代 のAugieに母親 の眼 鏡 を無料 診療
所 で手 に入 れ させ る計 画を立 て るとい う出来事 で発揮 される。彼女 の準備周





andhadtositandlistenwithprofoundcare"(8)と認 めるよ うに、 自
分 の計 画通 りにAugieが動 くことを求 める。 しか し、 これ程 まで に影 響力
の強 か ったGrandmaと の関係 も長 くは続か ず、 彼 女 の姿 は小説 の中 心部
か ら退 く。GrandmaLauschの場合 に明 らかなように、Augieはマキアヴェ
リア ンの影 響力を受 け るが、 それ は一 時的で あ る。 この点 に、Augieと彼
らの基 本的関係 が見 え る。要 す るに、 ある人物が消 える と別 の人物が現 れる
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が、 これはその後 も繰 り返 され る。
さて、思春期 に達 したAugieの前 に現 れる次 のマキアヴェ リア ンは、 不
動産 を手 がけ る実業家 のWilliamEinhornであ る。彼 は、Augieによ り、
"abrainandmanyenterprises,realdirectingpower,philosophical
capacity"(60)を持つ と表現 されている。Einhomのマキ ア ヴェ リア ンぶ
りは、有能 な実業家 と して現実 として現実 と折 り合 いを付 ける生 き方 に反映
している。彼 のそのよ うな生 き方 は主 として金銭面 において顕著 であ り、公
共料金 の不正 な節約 の仕方 を明 か した りす るな ど、Augieに対 して 自分 の
見識 をひけ らかす面が ある。AugieはEinhornを次 の よ うに言 う。"Ein-
hornhadateachingturnsimilartoGrandmaLausch's,bothbelieving
theycouldshowwhatcouldbedonewiththeworld°(67)oEinhorn
もまた、世 の中を生 き抜 く術 を心得 てお り、 それ を"ateachingturn"と
い う性質 によ ってAugieに押 し付 けよ うとす る。 しか も、Einhornはそ う
した現実把握 の妙 によ り他者 をひ きっけ、 自分 の陣営 に取 り込 む とい う特質
を発揮す る。"Thethingsthathadtobedoneforhimweresuchthat
anybodywhoworkedforhimwasnecessarilyintimatewithhim"(72).
こうしてAugieはEinhornの人生 計画 の手 先 とな る ことを求 め られ る。
マキアヴ ェ リアンの計画へ の取 り込 みを ここで もAugieは具体 的に経 騅 す
るが、EinhQrnのAugieに対す る影響力 もまた永 続的な もので はな く、 あ
る時期 を境 に して、彼 の影響力 も極端 に弱ま る。
その後Augieに は"Fromhereanewcoursewasset"(125)とい う
彼 自身 の言葉 どお り、次 のマキ アヴェ リア ンである、Mrs.Renlingが近 づ
く。彼女 の これまでのマキアヴ ェ リアンとの類似点 は、 自分 自身 に具体 的な
計画性 があ り、それにAugieを引 き込 もうとする ことである。彼女 の場合、
計画 はよ り具 体性 を帯 びている。彼女 はAugieに社交界 の生活 を教 え るだ
けでな く、彼 を養子 に しよ うとす る。 しか も彼女 の意志 は、Augieの次 の説
明にあるよ うに強烈 で あ る。"_shecouldn'tbeinterruptedorstopped,
inherpalefireconcentration...shehadsomuchmoreforcethanany一
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bodyelsearound."(131)しか し、Augieは養子縁 組 の 申 し出 を拒絶 し、
Mrs.Renlingの元 か ら離 れ る。 その際彼 は、"itwasn'tafategood
enoughforme,becausethatwaswhatcameoutclearlywhenitbe-
cameaquestionofmyjoiningup."(151)と言 う。 この一件か ら、彼 が
漠然 と 「自分 に とって十分な運命」を追求 す る姿勢 を見 せている ことが理解
で き る。 この よ うな基本 姿勢 に照、ら し合 わ せ てAugieは 、"adoption"
とい う具体 的な形でMrs.Renlingの計画 に加担 す るこ とが、 自分 の考 え
る十分な運 命 とは別物 と考 え、彼女か らの申 し出 を断わ る。Augieの言 う
"afategoodenough"につ いて は後 に改 めて考察 す るが、 いずれ にせ よ
Mrs.RenlingはAugieによる養子縁組拒 否の出来事を境 に、 物語か ら姿
を消 し、次の マキアヴェ リア ンが浮上 して くる。
・四番 目のマキア ヴェ リア ンは、Augieの実兄 のSimonで あ る。 彼 は物
質的幸福 を欲求 し、金持 ちの娘 と結婚 し、-Augieにもそ の妹 と結 婚 す る こ
とを勧 める。Augieは兄 の姿 を次の ように形容す る。"NotonlydidSimon
makewhathehaddo,buthewentthelimit.Itastonishedmehow
hetookhisobjectivesanddidexactlywhathehadprojected"(214).
自分 の望 みを実現 し、 しか もその成功 をAngieに も強 引に分 け与 え よ うと
す る点に、Simonのマキ アヴェ リア ンらしさが ある。 しか し、Augieは今
度 も敵に屈 しな い。AugieがMimiVillarsとい う友人 の 中絶 の世 話 を し
たことが原因 とな り、Simonとの聞に誤解 が生 じ、 一時 的 にで はあ るが仲
違 い して しま うか らで ある。 このように してAugieはSimonの 手 中か ら
逃れ る。 そ して マキアヴ ェリア ンと して のSimonは この一件の後姿を消 し、
また次 の人物が現 れる。
Simonと疎遠 にな って いる間、Augieは労働争議 に首を突 っ込 み、 その
間に以前 に面識 のあ ったTheaFenchelとい う女性 に再 会す る。Theaは
Augieを同類 と認 め、積極 的 に彼 を評 価す る人物 であ る。 彼 女 は、Augie
に"youand・Iarethekindofpeopleotherpeoplearealwaystrying
tofitintotheirschemes"(384)、と言 うよ・うにマキ ア ヴェ リア ン ら1しく
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ない。同類 の二人 だか らこそ協調 して生 きるべ きだ とい うのがTheaの 論
理で ある。幾度 とな くマキア ヴェリア ンの"schemes"に取 り込 まれ か けた
Augieは、Theaが 求 め る"somethingbetterthanwhatpeoplecall
reality"(316)に共感 し、っ いには二人 してメキ シ コへ と出 か ける。Thea
によると、彼女 の言わ ば"somethingbetter"は、 具 体 的 にメ キ シコの山
中でCaligulaとい う名 の鷲 を使 った大 トカゲ捕獲 を記録映像 に残す こ とで
あ る。 しか し、そ の鷲が トカゲ捕 りに失敗 して逆 に トカゲ に傷つけ られ たと
き、TheaはCaligulaをお払 い箱 に しよ うとす る。 この と きAugieは 、
鷲 が彼女 の計画達成の手段 と してのみ使われていた ことに気がつ く。 そして、
彼女 とは熱烈 な愛情 で結ばれて いるはずの 自分 もまた鷲 と同 じよ うに、彼女
の計画 の一 部 に組 み込 まれ るので はな いか と感 じるよ うにな る。 っ ま り
Theaには"theideaofanactionforwhichlovemakesyouready
andsetsyoufree"(349)カゴあ り、彼女 にとって は愛 は 目的 で はな く、 何
らかの計画 を実行 す るための手段 に過 ぎない とAugieは悟 るので あ る。 こ
の時点 で、TheaもAugieにとって、 これ までの マキ ア ヴェ リア ン と何 ら
変 わ らない人物 とな るのである。 っま り、Theaにも独 自の現 実把 握があり、
それが 自分 に押 し付 け られていると感 じ取 ったAugieは彼女 の元 を去 る。
メキ シコを離 れた後、Augieは次 のマキ ア ヴェ リア ンに遭 遇 す る。 彼 は
Stellaとい う自称 女優の卵 に出会 うが、 その彼女 の知人 がMintouchianで
ある。 彼 は理詰 めでAugieを 教化 しよ うとす る。 例 え ば、 彼 は人 間 には
"secrets"(484)があ り
、嘘 も人間 と して当然 の営為で ある と言 う。 しか も
彼 は愛 を姦 通で ある とい う理屈 を仕 立 て あげ、Augieに冷水 を浴 びせ る。
また、Mintouchianは、"Itisbettertodiewhatyouarethantolive
astrangerforever."(485)と説 き聴かせ、Augieに現 実認 識 を促 す。 彼
もまた理詰 めの現実解釈 を押 し付 けよ うとす る、っ まり自分 自身 の計 画の一
部 にAugieを取 り込 もうとす るマキ アヴェ リアンの属性 を備 えて い る。 し
か し、Augieは彼 の忠告 を受 け入れず、予定通 り結 婚 し、 その直後 、 第 二
次大戦下 の輸送船 に乗 り込み戦場 へ と赴 く。 この時点 で、Mintouchianの
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影響力 もまた衰 え る。
次 に登場 す るマキア ヴェ リア ンは、 自称科学者 のBasteshawである。 輸
送船 に乗 り込むAugieは、魚 雷で沈没 した船か ら辛 うじて漂 流 中の救命 イ
カ ダに逃 れ、 ここでBasteshawと出会 う。彼 は理論家 で、物理学か ら社 会
学 に及 ぶ豊 富な情報 を駆 使 して、人間存在の意義を説 く。彼 は、"Thestrong-
ersocietyis,themoreitexpectsyoutoholdyourselfinreadinessto
performyoursocialduties,thegreateryouravailability,thesmaller
yoursignificance."(504)と言 い、Augieを辟易 させ る。 そ してっ いには、
救 命イカ ダの行 き先 をめ ぐって意見の相違 が生 じ、 諍 いが起 こ り、Augie
は縛 り上げ られ る。 この過程でBasteshawのマキア ヴェ リアン性 が露 呈す
る。Augieの表現 を借 りる と、彼 は、"thatkindofpedantry"(508)を
駆 使 して、 漂流 して いれば、必ず島が見える と言 い張 る。 このよ うに彼 には
学 識豊 かな現実把握 が あり、それ に否応な く同意 させ ようとす る点 でマキア
ヴェ リア ン的 と言え る。AugieはBasteshawにつ いて次 の よ うに述 懐 す
る。
This scientist Basteshaw! Why, he was cuckoo! Why, we'd both 
have rotted in that African sea, and the boat would have rotted, 
and there would have been nothing but death and mad ideas to 
the last. Or he'd have murdered and eaten me, still calm and 
utterly reasonable, and gone on steering to his goal. (512)
結局、両者 は無事救助 された後、離 れ離れ に なる。 しか し、Augieにと っ
て この経験が重大 の ものであると言えるのは、 このまま死ぬか、"madideas"
を聞 かされ続 けるか の極限状態 をぬけ、 この後彼 がつ いにマキアヴェ リアン
の呪縛 を逃 れ、"asettledlife"(515)を希 求 す るよ うに な るか らで あ る。
こうして、Augieとマキアヴェ リア ンの物語 、 す な わ ち、 前者 に対 す る後
者 の影響力 の増大 と衰退 の繰 り返 しの物語、 は一応 の終 わ りを迎え る。
以上物語 の概要 と共 に、 この小説 におけるマキアヴ ェ リア ンの特質 につ い
て述 べて きたが、 ここで注 意すべ き点 は、例 としてあげた個 々の挿話が重な
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らず独立 して いる ことで ある。例え ば、GrandmaLauschは一 ～ 四章で主
に描かれ るが、五章か ら先 はEinhornの話へ と移 り、彼女 は物 語 中 に殆 ど
姿を見せな い。 またEinhornの物語 も七 章 まで で一段 落 し、 八 ・九章 は
Mrs.Renling主体 の挿話 となる。Simonは断続 的 に描 か れ るが、 マキ ア
ヴェ リア ンと して の彼 の物語 は十一 ・二章で語 られる。 さ らにメキ シコの冒
険へ と連 なるTheaの 挿話 は十四 ～ 二十章、次 のMintouchianは二十 四
章で、Basteshawは二十五章 でそれぞれ主要人物 と して登 場す る とい う具
合で ある。
このよ うにマキアヴェ リア ンの挿話 はひとっ と して小説の最後 まで継続 し
て語 られ る ものはない。彼 らは交代 しなが らAugieに影響を及 ぼ してい く
が、 その影響力 は永続的 ではない。彼 らはいつ の間 にかAugieの 語 りの中
心か ら脱落 してい く。個 々の挿話 はそれぞれ小 さな物語 と して機能 して いる
が、全体 と してみた場合、 あたか も別 々 の物語 が寄 せ集 め られ たよ うで あ
る。6)
しか し、小説全体 に こうい う状況 を もた らすのはマキアヴェ リア ンで はな
く、Augie自身で はな いか。マ キアヴェ リア ン物語 の 中に現 れて は消 え て
い くのは、Augieが誰 にも、 どの ような状況 に も"commit"しない か らで
ある。7)っま り、 この小説の物 語世 界 はAugieに よ って意識 的 に作 り出 さ
れて いると も言 え る。Augieがコ ミッ トしな いの はマ あ る特定 の状 況 が 自
分 と しては満足 出来 ない ときである。 それはマキア ヴェ リア ンの提示す る価
値観 の対概念 一"afategoodenough"一をAugieが 保持 して い る こ
とを意味す る。RobertR.Duttonに従 えば、Augieの"betterfate"の
探求 はmの"rationale"であ る。8)この基準 に適合 しな い限 りAugieは
何物 に も最終 的に はコ ミッ トせず、"No"と宣言す るので ある。 つ まり、"a
fategoodenough"を求 めるが故 に、 いい加減 な妥 協 を しな い彼 の 《求道
者 的態度》 が強調 され る。Augieはこの点 に関 して、以下の ように言 う。"I
hadneveraccepteddeterminationandcouldn'tbecomewhatother
peoplewantedtomakeofme"(117).マキ アヴェ リア ンの計画 に加 担 す
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る ことに反発 してい くことによ って、Augieは計画 に組 み込 ま れ る ことを
回避 し、 その結果 、小説全体 に一貫性 のないポス トモダ ン的状況が意識 的に
作 り出されてい るので はないか。
このよ うにAugieはセキア ヴェ リア ンか ら与 え られ る様 々な世 界 を不十
分 と して、別 の世 界を求 めてい くとい う身振 りを繰 り返す。 しか し、表面 的
な無指向性 の責任 を彼 自身 に求 めて よいのか。Augieにと って の十分 な運
命 は、小説 中では"theaxialIinesoflife"に到達 す る こ とに よ って見 え
て来 ると考 え られ る。 それは ここまで論 じて来 たポス トモ ダン的世界 とどの
よ うに関 わ りあ ってい るのか。 この点 につ いて もう少 し詳細 に考察 を進 め る
ことにす る。
皿
Augieは"nocommitments"とい う特 質 に よ って物語 に ポス トモ ダ ン
的状況 を 自ら作 り出す。 しか しこのよ うな見方 は一見不適 当に思 われ るか も
しれない。従 来の批評 においてはAugieはマキア ヴェリア ンとの関係 を清
算 し、"afategoodenough"に到達す る、 あるいは少な くともそ うい う方
向性 を もち続 けると考え られている。9)したが って、 ポス トモ ダ ン的 な状態
に身を置 くことは最終 的に は"afategoodenough"に達 す る前 段 階的 な
もの とみ なされた。すなわち、物語 の方 向 としては何 か絶対 的な理想 へ と向
か うと考 え られて きたのである。
しか し、 果 して そ うであ ろ うか。 確 か に、"afategoodenough"は
"axiallinesoflife"に到達 した ときに その全容 が解 明 され るの で あ り、
この意味 にお いて"axiallines"と不 可避 的 に結 びつ い てい る。 っ ま り、
"axiallines"は言わば ポス トモ ダンな状況 を超越 す るよ うな価値 観 を提示
す るもので ある。Augieにとって、"axiallines"はあ る瞬間突 然 見 えて
くるもので あるとい う。 メキシコか ら戻 った後、 友人ClemTambowと の
会話 の中 で彼 はこの"axiallinesoflife"につ いて語 り始 める。
"Ihaveafeeling
,"Isaid,"abouttheaxiallinesoflife,withrespect
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to which you must be straight or else your existence is merely  clown-
ery hiding tragedy. I have had a feeling since I was a kid about these 
axial lines which made me what to have my existence on them, and 
so I have said  'no' like a stubborn fellow to all my persuaders, just 
on the obstinacy of my memory of these lines, never entirely 
 clear.  .  .  .  "  (454)
しか し、"axiallines"はいっ 現れ る のか 。Augieは、"Whenstriving
stops,theretheyareasagift."(454)とい う言 い方 を して い る。 彼 の
"striving"が終わ るのは
、彼 を取 り巻 くマキア ヴ ェ リア ンとの 関わ りが な
くな るときである と考 え られ る。 したが って、今 は関わ りあ っていて も、 い
っの 日かマキアヴ ェ リア ンの間を さまよ う ことをや め た ときに、Augieに
は"Truth,love,peace,bounty,usefulness,harmony!"(454)とい う価
値 が与 え られ ることにな ると予想 される。
実 際、Basteshawとの一件 の後、それ まで様々 な マキ ア ヴェ リア ンの 間
をさまよ っていたAugieは、一転 して"asettledlife"を求 めるよ うにな
る。 っま り、"striving"をやめた後 の彼 のあるべ き状態 は、 落 ち着 いた生
活 を送 る ことにある。 この点 に関 してAugieは、"Iaimtogetmyselfa
pieceofpropertyandsettledownonit"(455)と宣言す る。 結 婚 して、
中西部 のどこか に学校 を建 てたいとAugieは考 える。確 かに、 彼 は物 語 の
結末部 ではStellaと結 ばれ、 またMintouchianの紹介 で貿 易関係 の仕 事
を請負 い、 一応 は落 ち着 いた生 活 を送 って い る よ う に見 え る。 しか し、
Augieは仕事で ヨーロ ッパ中を飛 び回 って お り、結婚生活 は必ず しもうま く
い ってお らず、家族 と静 かに暮 らすとい う理想 も実現で きて いない。っ いに
Augieは、"MaybeIcan'ttaketheseverythingsIwant"(514)と認
める。物語の結末部 で も彼 は決 して"settled"とは言 えず、まだ"striving"
を続 けて いる。
Augieは"axiallines"が見 えて きた と言 うが、 実 際 に はそれ を裏 づ け
るものはな い。 つ まり、彼 の発言 と実際の行動 はかみ合 って いな い。言 い換
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えれば、"axiallines"は言及 こそされ るが、 決 して 現 出す るこ とはな い。
具体 的な形でAugieの理想がか なえ られな い以上、"axiallines"に手 が
届 いてい るとは言 えな い。っ ま り"axiallines"は物語 の進展 にっ れて 自然
に見えて は来ず、 む しろ机上 の空論 と して機 能す る仕 組み にな って いるので
ある。
結局マ キアヴェ リア ンの世界 を超越す るよ うな、Augieの求 め る中 軸線
は初 めか ら不在(あ るいは存在 の保証が ない)で あると考 えるべ きではない
か。少な くと も、Augieが拠 り所 とすべ き価 値 は小説 世界 の中 に は存 在 し
て いない。つ ま り、世界 に統一性 を与 えるべ き中心 一Lyotardの言 葉 を借
りれ ば 「大 きな物語」一 が不在 であ り、代わ りに小 さな物語 の断片的集積 と
い う事態 が生 じるわけであ る。 こうして、 マキアヴェ リア ンの物語 の集積 と
い うポズ トモ ダン的状況 を越 え る 「何か」が存在す る という実感 がないまま、
それで もAugieは何か絶対 的な理想 にいっ の 日か到達 しよ うとす る。 彼 は
実感 の薄 い"abetterfate"にコ ミッ トす る余 り、 一時 的 な行 為 を繰 り返
して しま うのである。 この点 に、 ポス トモダ ン的側面 が感 じられないだろ う
か。 この小説 は、断片 的な様相 を全体 にわた って露呈 す るマキアヴ ェリア ン
の物語 が、Augieと彼 らとの関わ り方 によ って現 出 す る作 品 で ある。 そ し
て、 このよ うな状況 は、超越 的、絶対 的価値観 によ って統合 され解決 される
ものではない ことが、主人公 が宣言 す る"axiallines"の不在 によ って確か
め られ る。Augieはまとま りのない断片的な物語群を 自 ら作 り出 しなが ら、
同時 にそれ ら小さな物 語を統 合す る幻想 としての大 きな物語 をっねに求 め続
けて いるのであ る。AugieMarchはこの よ うな矛 盾 を は らん だ形 で なお
も 《ひとつの物語》 と して(い か にもポス トモ ダン的 に)成 立 して いるので
ある。
IV
SaulBellowの小説 は これ まで保守 的傾 向の 強 い もの と して認識 されて
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お り、同時代 のポス トモダニス トの小説 と同列 に論 じられ ることはほとん ど
なか った。Bellow研究 に関 して言 え ば、MalcolmBradburyがポ ス トモ
ダニ ズムを視野 に入れBellow小説論 を展 開 して い るが、 最終 的 に は彼 も
Bellow小説 を ポス トモ ダニズム とは異質 の もの と見 て い る。10)Bellowが
ポス トモ ダニス トの範疇 に入れ られ ることの ない主な理由 は、 ポス トモ ダニ
ズム批評 家 の側 か ら言 え ば 、Bellow小説 が"faithinsomeessential
humanity"を探求 して いると感 じられ るか らで ある。11)これ は確 かに部分
的に は正 しい判断で あるように思え る。 しか し、Bellow研究 の最近 の傾 向
として は、 単純 にBellowをリア リズムの流 れ を継 ぐ作 家 の カ テ ゴ リーに
限定 す ることへの批判があ る。12)本稿 もこの ような最近 の批評動向を踏 まえ、
狭義 の保守 的 とは断定 しきれな いBellowの側面 を、 ポ ス トモ ダ ン的 な発
想 に対 す る視 座が明確 と考 え られ るAugieMarchの特 質 を考 察す る こと
によ って浮 か び上 が らせよ うと試 みた。Bellowをリア リズム の伝 統 の中 に
組 み入 れて論 じる研究 も大切 だが、 同時 に、 その保守性 にのみ焦点 を当てて
Bellow小説 を類型化す るので はな く、別 の視点か らその可能 性 を追求 す る
ことも同 じくらい必要 な ことで はないだ ろうか。SaulBellowは(たとえ 同
一 で はない と して も)ポ ス トモ ダニ ズムを十 分に意識 した、保守 的 とい うカ
テ ゴ リーで は くくることので きない、 したたかな作家 であ る。 そ うい う意味
でAugieMarchは、Bellowのポス トモ ダニ ズムに対 する姿勢 を示す 好例
であ ると言 え る。'
NOTES
1)ポ ス トモ ダ ニ ズム の確 定 的 な位 置 づ け は未 だ な さ れ て い な い。 し か し、Jean-
FrancoisLyotard,ThePostmodernCondition:AReportonKnowl-
edge,trans.GeoffBenningtonandBrianMassumi(Minneapolis:Uof
MinnesotaP,1984)は、 ポ ス トモ ダ ン的側 面 を簡 潔 明 瞭 に指 摘 して い る と思 わ
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　　　に は、"anumber　of　structural　divisions"が存 在 す る と指 摘 して い る。 こ の
　　　指 摘 は ピカ レ ス ク小 説 的 側 面 を 暗 示 して い る と思 わ れ るが、 主 人 公 の い き あ た り
　　　ば った,り式 の 生 き方 以 外 に物 語 を 束 ね る要 素 が な い と主 張 す る に は あ ま り に
　　　"fate　good　enough"や"axial　lines"への言 及 が 多 く、 こ の た めAngie
　　　Marchは ピカ レス ク と教 養 小 説 的 要 素 の 混 在 を招 く結 果 に至 って い る。 この 点
　　　に 関 して は、Daniel　Fuches,　Saul　Bellow:Vision　andRevision(Durham:
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　　　(Philadelphia:Pennsylvania　UP,1990),Michael　K.　Glenday,　Saul　Bel-
　　　low　and　the　Decline(ゾ翫 肌 αη`sm(London:Macmillan,1990)が挙 げ ら
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